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研究成果の概要（和文）：　本研究は、がん医療における多職種連携を基盤にがん患者の適応支援、症状緩和によりQO
Lの向上を目指すものである。特に早期に退院し社会復帰することが可能な腹腔鏡下胃切除術を受けたがん患者の社会
復帰による問題を明確にし、対応策を多職種で開発した。
　この対応策や情報をホームページで公開し支援している。支援は、医師、看護師、栄養士、理学療法士、ソーシャル
ワーカー等で行っている。また、がん患者による相互支援を助けるためにWEB版サバイバーシップも運営している。そ
して、ホームページ利用者の活用頻度とQOLの関連を調査しアウトカムを評価した。

研究成果の概要（英文）：The present study aimed to improve the quality of life (QOL) of cancer patients 
through adjustment support and symptom alleviation based on multidisciplinary cancer care. In particular, 
we clarified the issues associated with social reintegration in post-laparoscopic gastrectomy cancer 
patients who have been discharged early and are able to reintegrate into society, and developed measures 
using a multidisciplinary approach.
The developed measures and information have been shared on our website, and support is being provided by 
physicians, nurses, nutritionists, physical therapists, social workers, and other personnel. In addition, 
we operate the online version of SurvivorSHIP in order to promote mutual support among cancer patients. 
We also investigated the relationship between frequency of use and QOL among users of the website, and 
assessed the outcomes.

研究分野： がん看護
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
がん対策基本法（平成１８年法律第９８

号）に基づき、がん対策推進室は、平成 24
年度から平成 28 年までの 5 年間を対象にし
て、重点的に取り組む課題に「チーム医療」
「働く世代へのがん対策の充実」等の推進を
示している。 
最近、先端治療である腹腔鏡下胃切除術は、

早期に社会復帰（鈴木ら，2013）を希望する
人たちにとっては、ニーズの高い治療である
が、短期間で退院するため、退院後に消化器
症状や食事の問題を抱えている。しかし、入
院から社会復帰・継続に至るシームレスな支
援に関する看護学分野の研究は不十分であ
り退院システム構築は遅れている。 
 
２．研究の目的 
（１）腹腔鏡下胃切除術を受けた、働く世代
のがんサバイバーの職場復帰と継続におけ
る問題を特定化する。 
（２）特定化された問題を多職種およびがん
サバイバー、研究組織によりカンファレンス
およびワークショップを開催し解決策を作
成する。 
（３）特定化された問題の解決策を入院から
職場、地域においてシームレスに対応できる
システムの開発に向け、国際医療福祉大学三
田病院のホームページに WEB 相談サイト、
WEB 版サバイバーシップの立ち上げおよび
相談窓口の運用を行う。 
（４）WEB サイトおよび新相談窓口を運用
し、がんサバイバーの QOL 評価尺度により
効果を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（１）腹腔鏡下胃切除術を受けた、働く世代
のがんサバイバーの職場復帰と継続におけ
る問題を、患者・家族に質的研究手法にて特
定化する。 
（２）（１）で特定化された問題を多職種と
のカンファレンスおよびワークショップに
より解決策を作成する。 
（３）（２）で特定化された問題の解決策を
入院から職場、地域においてシームレスに対
応できるシステムの開発に向け、国際医療福
祉大学三田病院のホームページにWEB相談サ
イト、WEB 版サバイバーシップの立ち上げと
相談窓口の運用を行う。 
（４）（２）（３）の実践を行い、がんがんサ
バイバーのQOL評価尺度により効果を明らか
にする。 
①研究デザイン：WEB サイト視聴による前後
比較による検証 
②対象者：胃がんで切除術（腹腔鏡下胃切除
術含む）を受けた患者約 10 名程度        
③調査内容：１回目：退院後の最初の外来受
診時に、基本属性、日本語版 EQ-5D-5L（QOL
尺度）についてアンケートに回答してもらう。
WEB サイト視聴：術後 30 日から術後 90 日目
まで、WEB サイトを視聴してもらい、日常生

活を送ってもらいWEBサイトのホームページ
についてのアンケートに回答してもらう。２
回目：術後 91日目に、日本語版 EQ-5D-5L（QOL
尺度）に回答してもらう。また、追加の基本
属性に回答してもらい返信用封筒を用いて
投函してもらう。 
 
４．研究成果 
（１）腹腔鏡下胃がん切除術を受けたがんサ
イバーの職場復帰と継続における問題の特
定 
腹腔鏡下胃がん切除術を受けた、働く世代

のがんサバイバーの職場復帰と継続におけ
る問題を特定する目的で、平成 25 年 6月～9
月の期間に 49 名の対象者にインタビュー調
査を行った。このうち 9名の働く世代のがん
サバイバーの職場復帰と継続における問題
として「疲労感と生活」「胃がん治療後のス
トレス」「食事に関する問題」「消化器症状に
関する問題」の 4 カテゴリ、〈治療後の社会
生活にストレス〉がある等 23 サブカテゴリ
が明らかになった。腹腔鏡下胃切除術を行い
早期に退院するがんサバイバーの社会復帰
における問題の中で、先行研究では十分明ら
かにされていなかった〈治療後の社会生活に
ストレスがある〉が抽出された。 
 サブカテゴリ〈仕事に集中できない〉〈昇
進に対する不安がる〉〈他人にがんと知られ
る不安がある〉は、対象者の多くが職業を持
っていることが背景にあり、かつ〈同病の家
族の心配がある〉〈生活への夫婦間のせめぎ
合いがある〉や〈吻合部の離開への不安があ
る〉は、家族の中で経済的責任の中心を担う
という点でストレスになっていると考えら
れる。 
 また、〈死に対する不安がある〉の価値観
がよりストレスを高めていると考えられる。 
（２）腹腔鏡下胃切除術を受けたがんサバイ
バーの問題に対する解決策の作成 
特定化された問題を多職種およびがんサ

バイバー、研究組織によりカンファレンスお
よびワークショップを開催し解決策を作成
した。まず「胃がん切除術患者の社会復帰に
おける多職種連携～患者さんとともに社会
復帰の支援策を考える～」をテーマに開催し
た。講演は、医師、看護師、産業保健師、社
会復帰している患者（2名）、管理栄養士が行
い、ワークには、理学療法士、薬剤師、ケー
スワーカー、患者 18 名が参加し、問題と解
決策について検討した。次に「患者さんとと
もに社会復帰の支援策を考える」をテーマに
ワークショップを開催し、解決策を見出した。 
（３）腹腔鏡下胃切除術を受けた患者の社会
復帰に伴う問題に対する解決策の情報発信 
平成 25 年に実施した調査であきらかにな

った、腹腔鏡下胃切除術を受けた患者の社会
復帰に伴う問題に対して、平成 26 年は、医
師、看護師、保健師、管理栄養士、理学療法
士、ケースワーカー等の多職種で、調査で明
らかにした問題や疑問についてカンファレ



ンスを開催し検討し、「生活習慣編」「ストレ
ス対処編」「症状対処編」「疲労感への対処編」
「食事対処編」「仕事復帰に向けた対処編」
として解決策を整理した。  
①この解決策を「国際医療福祉大学 IPA－GP
（ Inter Professional Approach to 
Gastrectmized Patients）」による「胃がん
の手術をされた方をさまざまな専門職でサ
ポート・あなたの社会復帰に向けて一緒に課
題 を 考えま す 」とい う ホーム ペ ー ジ
http://www.iuhw.ac.jp/ipagp/index.html
を開設し、平成 26 年 11 月に公開した。 
②同じような悩みや経験を持つ仲間による
支え合いの場を支援する目的で「WEB 版サバ
イバーシップ」をホームページ内に加えて、
投稿されたがんサバイバーの体験談を掲載
した。 
③2013 年テーマ「胃切除術後における食事と
運動の多職種連携によるサポート」および
2014 年テーマ「患者さんとともに社会復帰の
支援策を考える」で実施したワークショップ
により「胃切除術後に減った体重を増やした
い（患者・家族・多職種によるディスカッシ
ョン）」「胃切除術後の嘔吐（患者・家族・多
職種によるディスカッション）」｢胃切除後の
便秘（患者・家族・多職種によるディスカッ
ション）｣「職場復帰後の職場での取組（患
者・家族・多職種によるディスカッション）」
「食事と運動を促進する生活の仕方（看護
師）」「術後の回復に向けての運動（理学療法
士）」「食事と栄養（栄養士）」「胃切除術後に
食事量が増えない理由（医師）」「胃切除術後
患者の経時的栄養指導の実際（栄養士）」「胃
切除術後の職場生活に適応するための工夫
と課題（がんサバイバー）」「胃切除術後の社
会生活を楽しむために（がんサバイバー）」
「がん患者の職場における健康管理の現状
と課題（産業保健師）」「胃切除術後患者の社
会復帰における問題点～インタビュー調査
の結果から～（看護師）」「 胃切除術後障害
の概要について（医師）」「胃切除術後のチー
ム医療（医師）」の映像をホームページ上で
「You Tube」形式でホームページに公開した。 
④ホームページには、相談窓口の紹介として、
「病院医療相談窓口のご案内」「がん支援セ
ンター相談窓口のご案内」「胃切除術後患者
様向け食事の宅配」の４点および「がん関連
情報リンク」情報を公開した。 
（４）ホームページ公開を周知するための活
動 
①「情報カード」を作成し、病棟および外来
に設置し、胃を患ったがんサバイバーに提供
し周知した。 
②国際医療福祉大学院公開講座乃木坂スク
ールにて「看護ケアの本質～その基礎と最新
の実践知を学ぶ～」のプログラムの 1つとし
て「胃がん患者に関する研究と地域貢献」に
ついて講演し研究活動をアピールした。 
③2015 年（平成 27 年）6 月 7 日日曜日に下
野新聞に「胃切除後の生活支援―「体験談」

サイト開設」の記事が掲載された。 
④国際医療福祉大学2015.8．31．発行 vol.102
に「国際医療福祉大学 IPA－GP チームの活動
について」を掲載した。 
⑤国際医療福祉大学保健医療学部看護学科
平成 25 年～27 年度科学研究費助成事業（学
術研究助成基金助成金）（基盤研究（ｃ））研
究報告書，2016．を 458 中規模病院に配布し
周知した。 
（５）ホームページ運営に関する評価 
2014 年 12月～2016 年３月の WEBサイトの

訪問者数は 7534 件であった。2014 年 12 月～
2016年3月までのWEBサイト訪問者について
図 １ ～ 図 ５ に ま と め 分 析 し た 。       
①ホームページ閲覧状況（図１）では、5 月
～8 月にかけて閲覧者が増加している。増加
の影響として、私たちの WEB サイトが下野新
聞に紹介がされたこと、8 月に執筆した「退
院後の生活を見据えた胃切除術を受ける患
者の食事支援」の中で紹介したことが考えら
れる。 
 

②ホームページの閲覧が多い時間帯（図２）
は、12 時のお昼休みの時間帯がピークで、就
労を終えた 17時から 23時頃に増加傾向がみ
られた。 
 

③都道府県別ホームページ閲覧状況は、東京
都、栃木県、大阪府、神奈川県、千葉県、愛
知県など首都圏からのアクセスが多い傾向
を示した。 
④ホームページタイトル別閲覧状況（図３）
では、「情報ギャラリー」「国際医療福祉大学 
IPA-GP 」「IPA-GP について」「講演会のご案
内」「WEB 版サバイバーシップ」の順に閲覧数
が多かった。私たちの研究目的と一致したタ
イトルへのアクセスが多く、がんサバイバー
の方々に活用されていた。 
 
 
 



 
⑤ホームページの「You Tube」による映像で
は、「胃切除術後の社会生活を楽しむために」
「胃切除術後に減った体重を増やしたい」
「胃切除術後障害の概要について」「胃切除
術後患者の経時的栄養指導の実際」「食事量
が増えない理由」「胃切除術後のチーム医療」
「胃切除術後の嘔吐」「胃切除術後の職場生
活に適応するための工夫と課題」を視聴して
いるがんサバイバーが多かった（図４）。胃
切除後の症状や食事への対処とその原因と
なるメカニズムに関心をもっている傾向を
認めた。 

 
（６）がんサバイバーのホームページ利用頻
度と QOL との関連 
現在の調査対象者4名について分析したと

ころ、胃切除術後 30 日から術後 90 日目の期
間にホームページを利用した数が多い人ほ
どホームページ利用期間の前後の QOL（ＥＱ
－５Ｄ－５Ｌ）の差が（相関係数 0.83）高い
傾向を認めQOL向上に影響している可能性が
ある。しかし人数が少ないためデータ数がそ
ろったところで再度分析が必要である。 
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2013年12月14日土曜日、ワークショップ「胃
切除術後における食事と運動の多職種連携
によるサポート」開催、国際医療福祉大学三
田病院 11 階三田ホール 
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